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１．はじめに１．はじめに１．はじめに１．はじめに

近年、宅地造成工事、大規模な埋立工事、ロックフィルダムや河川堤防などの築堤工事、道路・鉄道など

の盛土工事等を行う際、かなり大きな礫を含む粗粒土が頻繁に用いられるようになっており、それだけにこ

のような粗粒土の力学特性を適切に把握することが、以前にも増して重要となっている。ところが、粗粒土

の強度特性等をはじめとする力学的諸特性に大きな影響を及ぼすであろう相対密度の試験法がいまだ確立さ

れておらず、種々の工学的判断に際し不便を感じている状況である。そこで、著者らは粗粒土の相対密度を

求める方法について考える。

本論文では、最小密度に焦点をおき、著者らの考えた最小密度試験法を提案するとともに、この方法を用

いて得られた結果と、これまで用いられてきた方法による結果とを比較したので、ここに報告する。

２．試料と実験方法２．試料と実験方法２．試料と実験方法２．試料と実験方法

２．１　試料

　今回の試料は、滋賀県栗太郡栗東町丸塚の土を用い

た。最大粒径は 75.0mm程度で、最大粒径を 37.5mm、

19.0mm、9.5mm、4.75mm のせん頭試料となるよう

に粒度調整を行った。それぞれのせん頭粒度と原粒度

の粒径加積曲線を Fig.1に示す。  　　　　　　

２．２　実験方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig.1　採取時とせん頭試料の粒径加積曲線

　２．２．１　従来のゆる詰め密度測定法 1),2)

　ゆる詰め密度の測定は、せん頭粒度に配合した礫まじり土を、ハンドスコップで落下高さを与えないよう

に大型モールドに静かに注ぎ込む。表面の整形は圧力を与えないように注意する。この実験を 3回繰り返し、

その平均値をとる。

２．２．２ ふるい引上げ法

　今回、著者らが考えたふるい引上げによる最小密

度試験法について、手順を述べる。

（１）30cm 径モールドの中に、底面がふるいにな

っている直径 29cm・高さ 35cm の鋼鉄製円

筒（Photo.2参照）を設置する。

（２）ふるい目は最大粒径の 4倍とし、最大粒径に

応じて取り替えることができる。

（３）その中に試料をゆる詰めの状態でほぼいっぱ

いに入れる。

（４）これを一定の速度で引き上げる（Photo.1参照）。　　　　　Photo.1　ふるい引上げ装置

キーワード；礫、最小密度、室内試験

住所；滋賀県草津市野路東 1-1-1、電話；077-566-1111（内線 8717）、FAX；077-561-2667

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

0.001 0.01 0.1 1 10 100
粒径Ｄ  (mm)

通
過
質
量
百
分
率

 (
%
)

採取時

最大粒径 37 .5mm

最大粒径 19 .0mm

最大粒径   9 .5mm

最大粒径 4.75mm



（５）中の円筒を引き抜いたあと、試料の入った 30cm径モールド

の表面を圧力を与えないように整形する。

（６）この実験を 3回繰り返し、その平均値をとる。

　　　　　　　　　　

３．実験結果及び考察３．実験結果及び考察３．実験結果及び考察３．実験結果及び考察

　今回の試験結果をもとに、従来の方法とふるい引上げ法の比較検

討を行う。

　従来の方法で行った試験結果を Table 1に、ふるい引上げ法で行

った試験結果を Table 2に示す。　　　　　　　　　　　　　　　　　Photo.2　ふるい引上げ法用円筒

Table 1　従来の方法で行った試験結果　　　　　 Table 2　ふるい引上げ法で行った試験結果

Table 1、Table 2から、どちらの方法を用いても、

それぞれ平均を求める際のばらつきは、あまり大きく

ないことがわかる。

　次に、Fig.2 に従来の方法とふるい引上げ法の試験

結果を比較したものを示す。

　これより、どの最大粒径においても、従来の方法よ

りもふるい引上げ法の方が小さな値になっていること

がわかる。これは、従来の方法の場合、ハンドスコッ

プで試料を静かに注ぎ込む作業を何度も繰り返す過程

で、その都度、僅かずつ加わる衝撃によって、徐々に

締固まっていくことが原因で、大きな値になるものと

推察される。一方、ふるい引上げ法は、余分な落下高　　　　　　　　Fig.2　最小密度の比較

さを与えることなく、従来の方法のように時間もかか

らないし、簡単な操作で試験が行え、かつ精度の高い値が得られる方法ではないかと考えられる。

４．結び４．結び４．結び４．結び

　本研究では、礫の最小密度を求めるための一試験法を提案した。今回提案したふるい引上げ法は、上述の

試験結果が示すように、従来の方法よりも時間をかけずに簡単に行え、かつ精度の高い値が得られるので、

有効な方法と考えられる。

　最後に、試料の入手に協力して頂いた大豊建設(株)の本田宏和氏に謝意を表します。
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